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沖
縄
本
島
北
部
、
沖
縄
の
瀬
戸
内
と
い
わ
れ

る
穏
や
か
な
海
に
浮
か
ぶ
古
宇
利
島
。
二
0
0

五
年
に
古
宇
利
大
橋
が
完
成
し
車
で
通
え
る
島

と
な
り
ま
し
た
。

年
を
越
し
て
ア
メ
リ
カ
軍
の
新
基
地
建
設
に

狂
奔
す
る
日
本
政
府
と
、
県
を
挙
げ
て
立
ち
向

か
う
沖
縄
。
今
年
こ
そ
基
地
の
な
い
平
和
な
沖

縄
ヘ
の
希
望
が
開
け
る
年
に
し
た
い
・
:
。

降
り
注
ぐ
陽
光
の
中
に
浮
か
ぶ
古
宇
利
大
橋

二
0
一
七
年
の
沖
縄
の
希
望
の
懸
け
橋
と

、

がな
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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ご
す
こ
と
も
あ
っ
た
一
年

二
0
一
七
年
の
抱
負
は

一
年
を
過
ご
し
た
い
」
で

の
中
で
も
楽
し
い
企
画
や

動
な
ど
で
「
や
つ
て
ょ
か

喜
び
あ
え
る
よ
う
な
時
問

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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制
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郷
岡
き

年
の
初
め
に
、
退
職
者
会
幹
事
の
一

皆
さ
ん
に
今
年
の
抱
負
を
語
っ
て
い
一

た
だ
き
談
し
た
。
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尊
敬
」
と
い
う
理
念
を
大
切
に

水
上
末
二

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
な

で
、
退
職
者
会
の
発
展
と
い
う
課
題
は

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
一

と
い
わ
れ
る
政
府
与
党
は
「
改
憲
」
を

ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
「
改
憲
」
を
許

た
ら
軍
事
優
先
の
社
会
態
勢
に
な
る
で

よ
う
。
軍
事
に
ょ
っ
て
平
穏

暮
ら
し
が
踏
み
に
じ
ら
れ
る

、
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長
野
か
ら
捗
加
し
ま
す山

岸
哲
夫

新
年
明
け
ま
し
て
於
め
で
と
ぅ
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
頴
い
し
ま
す
。

昨
年
は
徐
か
ら
次
ヘ
悪
政
が
続
き
ま
し

た
。
戦
争
法
か
ら
沖
鷲
君
を
始
め
と
し
た
米

軍
基
地
な
ど
ア
メ
リ
カ
へ
の
従
屡
社
会

保
障
の
削
減
と
軍
事
費
の
増
大
な
ど
憲
法
ウ
ソ
が
支
配
す
る
世
の
中

違
反
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
憲

法
が
で
き
て
か
ら
七
0
年
に
あ
た
り
ま
す
。

退
職
者
会
は
戦
争
法
に
反
対
し
て
、

対
す
る
党
派
を
超
え
た
広
範
な
市
民
運
動

の
中
心
に
な
っ
て
い
る
禁
か
り
実
行
委

員
会
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
加
し
て

来
ま
し
た
。
私
も
東
京
と
今
住
ん
で
い
る

幽
田

退
職
者
会
幹
事
の

つ
な
社
会
は
も
う
た
く
さ
ん
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亀
一

「
戦
争
反
対
」
の
思
い
を
込

二
0
一
七
年
、
世
界
が

が
し
ま
す
。
何
と
い
っ
て

の
ト
ラ

の
動
き

ま
せ
ん
。

卜
ラ

炉
,
y
ノ
詠

戦
力
ら

の
六
九
%
が
嘘

平
和
を
願
う
旗
を
た
く
さ
ん
掲
げ
長
野
県
で
も
参
加
し
て
来
ま
し
た
。
今
年
え
ば
日
本
の
首
相
も
嘘
つ

、
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
た
か
い
が
続
も
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
ず
。
は
負
け
て
い
ま
せ
ん
。
フ

リ
、
退
職
者
会
の
活
動
も
連
帯
し
た
ま
た
、
退
職
者
の
交
流
や
高
齢
者
の
生
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て

り
組
み
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ひ
活
や
権
利
を
守
る
た
め
に
、
学
習
旅
行
や
大
嘘
か
ら
始
ま
っ
た
東
京
オ

り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
つ
く
ら
な
い
と
諸
行
事
に
ち
ょ
つ
と
遠
い
の
で
す
が
積
極
膨
れ
上
が
っ
た
莫
大
な
費

基
本
的
な
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、
的
に
参
加
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
の
見
積
も
り
が
大
嘘

、つ
ま
で
も
元
気
で
た
た
か
い
続
け
て
い
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

担
す
る
の
か
、
押
し
付
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
な
い
ド
タ
バ
タ
。
結
局

会
員
の
拡
大
や
役
員
体
制
の
持
続
な
ど
、
二
0
一
七
年
私
の
抱
負

に
覆
い
被
さ
る
こ
と
は
見

さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
も

こ
の
ま
ま
で
は
、
年
末

西
本

及

は
か
り
で
す
。
「
尊

昨
年
退
職
者
会
の
役
員
に
な
っ
て
一
年
は
「
嘘
」
で
決
ま
り
で
し

と
い
う
理
念
を
大

が
た
ち
ま
し
た
。
仕
事
の
方
も
完
全
退
職
め
に
年
末
が
見
通
せ
る
よ

空
弐
1

し
て
、
今
年
も
頑

し
て
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
を
や
り
繰
り
す
る
こ
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
、
退
職

つ
て
ま
い
り
ま
す
。

と
も
減
り
、
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
も
ら
つ
て
、
今
年
の
一
文
字
は
希

,
鼻
」

ろ
し
く
お
願
い
い
た

た
一
年
で
し
た
。
一
方
で
、
生
活
の
り
ズ
し
た
い
。
そ
ん
な
大
望
を

す

ム
も
変
わ
り
戸
惑
い
や
時
間
を
無
駄
に
過
年
、
や
っ
て
い
き
ま
す
。
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2m7年定期総会
2017年1月27日(金)午1麦3時から5時

(前号で午後4時からとお知らせしましたが、 3時に変
更と恋の薮した。ご注意ください。)

場所.四番町集会室(別紙の地図を参照してください)

新年会
)午1麦6時から2017辱1月27日(
エイビーロード会場・麹町スタジオ

(昨年と同じ場所、別紙の地図を参照してください)
(総会参加の方は、一緒に移動します)

え山

すで電し出らさ集常事(さち
゜も話出くかれし任務会れ'期二

け記書さめ方す亊、副太=ー付記面いおは゜)△曳期でに七
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い井はtのたレし大体や之いていし弌人でとノ薪争の笑負のなザの→ご 0大゛1く者大体'ぢくぃていし六人でとノ薪争の笑負のなザの→
い動ま由さ思ヨごでだ知Σがまた心歳をしい!地す五やな標てかカリ
ま
す

をすにも
し゜使感
て皆えじいど行れ、
ーさるてまをけかてけ

い厶す企 る
のまつよ゜画

人t工平し つ

な イ丁和発
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期総会

りこ十題
そ分 が目

あを
り転
まじ

り
ま

を励
、

みが退行
1一職動

'者がすれれてなり
゜ぱ 1 り少、会

り出来昨政
に来ま年治願ノで皆

ナはやつ
し

活んん告社ての
動にで調会いゲ今
出論しのに 1年た

事多丈 ムはー来世
もく゜ が、

0

る
出う 1に今あの出っはいしよ

な年り問来少生たもつ

遅す
、

な'す
つ疲゜
たれ境
かやを
なす越
? U、え

7年の総会を下Ξ

んの参加でにぎや

、 し習健
てや康

き

よのこ
にどあ参小ぢ

し瓢'や加学に
こえそと者校瓢寺

る
よ
ワ

に
な

レ き
る
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二をに昨今たアたい子ま心で初るどををケマ名でを
度打テ年年いに゜は供しにしはのの担ーン回ほ'子
とっ二は宅田取ま心た三帰たなも児薪年玉、どあ供
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れ

り西る
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送い

こ

会終了後は恒仮

演奏などもある

0
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江
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守

出
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ま
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し
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立
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毎
そ月
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も

ぞお
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プ
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しきラ
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し
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ン

開催しま

紗
に

燮
て
は
い
ら
秀
い
ー
い
讐

二
0
一
七
年
ξ
ツ
ト
の
次
は
疑
・
靈
の
隆

年
金
カ
ツ
ト
法
が
強
行
さ
れ
た
後
も
、
国
に
ょ
る
医
療
保

一
険
と
介
護
保
険
の
制
度
改
悪
な
ど
、
今
年
も
社
会
保
障
改
悪

一
が
目
鳥
し
で
す
。
ま
さ
に
高
齢
者
狙
い
撃
ち
と
い
ぇ
ま
す
。

すで集し)

0
後
誓
響
医
療

4
月
か
ら
倭
料
の
特
例
軽

減
措
置
を
縮
小
。
盾
付
に
応
じ

て
支
払
う
辱
割
は
5
割
軽
減

か
ら
2
割
に
縮
小
。
定
額
雰

も
9
割
か
ら
7
割
に
縮
小
。

9
同
1
費

8
月
か
ら
医
療
費
の
自
己
負

担
を
抑
え
る
高
額
療
養
費
制
度

は
、
七
0
歳
以
上
の
負
担
上
限

額
が
ア
ッ
プ
。
年
収
3
7
0
万

円
霜
の
人
の
外
来
の
負
担
上

限
は
、
同
額
1
万
2
千
円
か
ら

1
万
4
千
円
に
。
入
院
を
含
む

上
限
は
、
 
1
万
3
2
0
0
円
増

の
5
万
7
6
0
0
円
に
。

界
護
倭

8
月
か
ら
、
四
号
か
ら
六

四
歳
ま
で
の
'
は
「
総
報

導
入
に
ょ
っ
て
公
務
員

,
,
;
ー
ー
,
,
;
,
.
畢
;
;
 
f
 
,
.
゛
ー
,
、
'
.
゛
゛
.
゛
,
'
ト
'
゛
,
,
ー
,
;
早
戸
'
'
,
,
゛
,
゛
ー
"
゛
チ
゛
 
E
 
,
ー

は
負
担
増
に
。

な
諮
介
護
保
険
は
利
用
料
の

負
担
を
3
割
に
引
き
上
げ
る
改

悪
や
要
介
護
度
の
低
い
人
ヘ

の
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
な
ど
の

改
悪
が
次
々
と
悉
疋
さ
れ
て
い

ま
す
。奘

磊
削
っ
ー

ー
フ
毎
の
畢
費
5
兆
円

超
、
 
1
機
1
5
0
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戦
争
準
備
の
た
め
に
は

0

湯
水
の
よ
う
に
金
を
注
ぎ
込
み
、

国
民
生
活
は
斬
り
捨
て
。
こ
れ

が
「
戦
争
す
る
国
n
穂
的
平

和
主
義
」
の
正
体
で
す
。
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、
和
も
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もも、左腕右ひじがしびれやら痛叔やらがあった。を意識しておかなくてはならない。原発事故は大1也震

もっともネ艮本問題は高血圧、胃、機ヨ謝生ディスペプシ

ア、心→卦がちょっとある。

体の不調はいろいろあるが、この前の参F郊墾の国政じ会弌処々と会商、をしてぃる。「もんじゅ」
二選挙のビラ配り、お0枚ないし300枚を4回も各戸^礎なんか手が付けられない状態で一体全体
Ξしたりして体を動かすように心がける。しかし信じらビうするのでしょう。人類は舛をも畏れ

ミれないけれど、雑巾を絞って手のひらに内出血をみる。ぬ不遜なる側勿になηさがってぃる。
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1 かったのですが最近は手を振ってくれたり、運転1

ゞ鄭 1 大変ご無沙汰をしております。わたくしも後期しながら頭を下げたりする人が増えてぃます。白 1
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0

葬儲0起葬健つ闡て

島

前回・前々回とエンディングノートの概要について書いて

来ました。一回目はもしもの時のためにどうしてもやってお

きたいこと。二回目は必ずしも必要ではないがや0てみると

意外と面白く自分の来し方を振り返るきっかけにもなる自分

史について書きました。

さて、今回は最終回でいよいよ捌義・埋葬について見てみ

ましょう。市販のエンディングノートには最後の方に必ず葬

儀・埋葬についての希望を言己載するぺージがあります。

葬1艶やお墓は本人が亡くなった後の事ですので、意思を伝

えていなけれぽ遺族の考えに沿った式や埋葬になります。死

んだ後のととはどうでもいいと言う考えの人はそれはそれで

いいのですが、人生最後のパフォーマンスとして自分なりの

捌籍や埋葬を考えている人はしっかりと伝えておく必要があ

ります。一昔前と違って今は様々な捌耗弌吐塑葬の形がありま

す。以下にそのだいたいの形を書き出してみましょう。

1、葬儀
葬儀は昭和の時代までは比較的定型的な形だったようです。

仏教、神道、キリスト教など宗教に基づいた葬儀です。造体

の搬送や手続きなど捌瓣士に依頼すればすべて滞りなくやる

ことが出来ました。

現在も多くは従来の一般葬ですが、その他

の選択肢も増えています。 凡、二W

、11
(匝1遍^,一般葬の慌ただしい流れではな 1~̂

く家族やごく親しい人だけで行うので、

ゆっくり故人との別れの時間を持つことができます。

くΞ1亘1璽)通夜を行わず剰霧,告別式だけを一日で行し咳
す。仕事の都合などの事情で多くの時問が取れない場合

などに選ぱれるようです。費用も比較的安く済みます。

く亘1葬k^葬儀をしないで火葬だけで済ませます。
火葬時に僧侶にお経をあげてもらう場合もあります。
寄りのない場合や1讐済的な理由などで選ばれますが、

送、納棺、24時間の安置や火葬許可証等の手続きに捌轆

社ヘの依頼は必要で一定の経費はかかります。

く亘三画1^、従来の形にとらわれず個人の趣味共梱性に基づ
いた葬能無宗教で行うことが多く最近は生演奏やCDで

尋

^ トのすすめ 3

命

ユ゛^

音楽を「献奏」する音楽葬と言うのもあります。

ただし仏式の捌義のような訓mが決まってないので、

プログラムなどすべて遺族が作る必要があります。

口

2、埋葬
すでに特定の寺院の檀家になっている人はその墓に入るの

も良いでしょう。でも檀家としてのいろいろな負担を嫌って

「墓じまい」をする人も出てきました。「墓じまい」とはそ

れまで檀家だった寺院や霊園から墓石や遣骨を撤去すること

です。

特別に入る墓がない場合は寺院や霊園に墓石を作らなけれ

ばなりません。それには百万円単位の費用が力功町ます。経

済的負担や埋葬に対する考え方から、通常の埋

葬以外の力法も選ぱれるようになりました。 1 '

蛭画画Ξ到お墓の代わりに寺院・霊園内の建
物内に遺骨をイ呆管する施設です。

[ヨΞ]亙^大きな墓に共同で入る合葬墓です。
巨亙1丞Ξ剰遺偶を直接士に埋め、その上に墓石ではなく樹

木を植えます。一定の広さに共伺で埋葬します。

散骨遺骨を砕いて海や山などの自然に撒いて自然に還

す弔い方です。自然葬ともいいます。またロケットで宇

宙の彼方ヘ弔う宇宙葬と言うのも出てきました。

唾Ξ元1五ξ蚕]遺骨や迪灰を手元に置いて供養する方法で
す。骨壷のまま保管するほか、遺骨を加工してプレート

やペンダントにする方法もあるようです。

現在行われているいろいろな調延尺吐里葬の方法をざっと列

挙しました。従来のやり力を新しい方法ヘ代える場合で重要

なことは、家族だけでなく関係の深い親族や関係者にあらか

じめしっかり説明しておくことです。エンディングノートで

もいいですが、少なくとも書面で自分の希望を書いて船くこ

とが必要です。そうしないと、関わりの深い人から施主にク

レームが来たり、あらぬトラブルのもとになりかねません。

しかし、故人の断0ての希望とあれぱどなたも納得できるで

しょう。

若者であれ老人であれ、いづれは最後の時を迎えます。歳

を重ねるにつれその時は近づいて来ます。縁起が悪いと忌避

せずに、その時に慌てないため、近しい人を慌てさせないた

め、自分の終い方を考えてみませんか。

命

沖
縄
統
一
署
名
の
ホ
願
い

前
回
お
願
い
し
た
沖
縄
ヘ
の
基
地
押
し
つ

け
に
反
対
す
る
「
沖
繰
一
署
名
」
は
、
現

在
一
六
一
署
急
集
談
の
弐
し
た
。

退
職
者
会
は
こ
の
署
名
を
引
き
続
き
取
の
習

組
ん
で
い
ま
す
。

沖
縄
は
今
、
怒
涛
の
よ
う
に
ア
ベ
政
権
に

よ
っ
て
差
別
・
繰
翻
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
民

の
高
を
無
視
し
て
高
江
や
辺
野
古
に
新
墓

地
を
作
ろ
う
と
し
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
機
体
の

橋
造
的
欠
陥
に
よ
っ
て
急
市
ア
ブ
の
沿
岸

岩
礁
に
墜
落
政
府
は
不
時
置
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
県
民
の
丕
女
を
無
視
し
て
事
故

か
ら
一
か
月
も
し
な
い
う
ち
に
空
中
空
輸
訓

練
を
再
開
し
ま
し
た
。

遠
く
に
薯
ら
す
私
た
ち
に
は
簡
単
に
現
地

に
支
援
に
行
く
こ
と
は
出
来
薮
せ
ん
。
せ
め

て
、
力
強
い
署
名
で
沖
縄
ヘ
の
連
帯
を
示
し

ま
し
ょ
う
。

「
沖
縄
県
民
の
民
意

尊
靈
と
、
基
地
の
押

し
付
け
撤
回
を
求
め

1
一
響
」
、

出
来
る
だ
け
た
く
さ

ん
の
署
名
で
沖
縄
を

支
援
し
ま
し
ょ
う
。

0
署
名
用
紙
と
返
信
用
封
筒
は
す
で
に
お

手
元
に
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

0
返
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は
当
面
お
立
替
え
願
い
ま
す
。

後
抵
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切
手
で
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返
し
し
ま
す
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0
す
で
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た
方
、
あ
り
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で
に
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ま
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た
。
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1 私の翫況あう"合評会」のやη方に似てぃて、とても懐ミ
'中"1一夫かしく思い、2年前に参加を決めました。今年は、ミ、,

^

嶋
スケツチ会の隔年おきにある作品展の年で、地

再任用任期満了からはや1ケ月が過ぎま元の郷土博物館で2点出品しました。案内を出し
/

した。体もいたって丈夫で、一生の中でたところ、乙幡さん、加膝さん、栗原さんに来
一番充実した時期ではないかと風.ほどていただきました。とても陵かしい時間を過ご
です。 すことができました。

現在、岡3回のスケッチ会に参加し、趣味で水水彩画を描く以外に、 a本建築史と西洋建築
彩画を描いています。スケッチ会を主宰してぃ史の勉強もしてぃます。主にa本建築から影響
る講師は地元(清瀬市)で趣味の水彩画を長年を受けたとされるブルーノ、タウト、フランク 1
描いていて、水彩画の數本を3冊出版してぃます。ロイド、ライト、アントニン、レーモンドの作ミ
地元の広報誌にも紹介された方です。1回m卯円品に関する研究です。 快

ととてもりーズナブルです。スケッチ会は西武今は阿1回、千代田区の「都市まち研」で勉強゛

線沿線を中心に、現地集合、現地解散です。出会に参加してぃます。テーマは「日本の木造モ、

耒上がったら現地で講師からの講評があって解ダニズム論」で、講師は三沢浩氏です。
散です。このやり方は昔、大学時代クラブで美今後も健康に留意して、好きなことをやり続

ミ'術部に所属していた時、作品を持ち寄り講評しけてぃきたいと思ってぃますミ

",,y
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退
職
者
会
に
は
会
員
の
方
か
ら
他
の
会
員
の
近
況
な
ど
を
知
り
た
い
、

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
「
あ
の
方
は
元
気
だ
ろ
う
か
?
」

「
ど
ぅ
し
て
お
ら
才
1
る
か
し
ら
?
」
と
い
っ
た
消
息
を
お
知
り
に
な
り
た

い
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
、
退
職
者
会
と
し
て
も
受
け
と
め
て
、
会
員
の
皆

さ
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の
近
況
な
ど
を
厶
至
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ス
に
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る
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画
を
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な
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今年は憲法力施行されて70年目の年です。この節目の年に現政権は憲

法の改正を画策してい悲す。憲法改正の問題点は何か?長年憲法を研究

してきた元退職者会会長の高橋鏡悦さんに解説してもらいました。

う
力、
0

..

憲
法
改
正
問
題

高
橋
鏡
悦

民
医
連
系
の
診
療
所
内
に
、
大
き
な
ポ
ス

タ
ー
が
「
私
た
ち
は
、
緊
し
な
い
」
と
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
危
な
い
憲
法

改
正
は
ど
ぅ
な
る
。

先
般
参
議
院
選
挙
で
「
与
党
が
3
分
の
2

以
上
の
議
席
を
獲
得
、
憲
法
改
正
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
に
」
こ
れ
は
当
時
の
新
聞
や
テ

レ
ビ
の
一
一
ユ
ー
ス
で
、
選
挙
の
内
容
は
皆
さ

ん
よ
く
ご
存
じ
で
す
の
で
、
こ
こ
で
は
憲
法

上
の
問
題
点
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

査
し
、
国
会
の
賛
成
を
得
て
、
国
会
が
こ
れ

を
発
議
し
、
国
民
に
提
案
し
て
賛
成
を
得
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

現
実
に
参
際
で
は
昨
年
三
月
一
六
日
、

約
9
か
月
ぶ
り
に
憲
法
審
査
委
員
会
が
改
正

の
た
め
動
き
始
め
、
一
一
月
一
七
貝
衆
議

院
で
も
約
1
年
5
か
月
ぶ
り
に
憲
法
審
査
委

員
会
が
動
き
は
じ
め
ま
し
た
。

条
九
十
六
番
念
法
改
正
の
手
続
)

こ
の
憲
法
の
改
正
は
、
各
議
員
の
総
議
一

員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
で
、
国
令

が
、
こ
れ
を
発
議
し
、
国
民
に
提
示
し

て
そ
の
務
一
を
経
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、

こ
の
承
認
に
は
、
特
別
の
国
民
投
票
ま

た
は
国
会
の
定
め
る
選
挙
の
際
に
行
わ

平
和
主
義
や
基
本
的
人
権
の

保
障
な
K
現
憲
法
の
基
本

原
理
は
改
正
で
系
い

れ
る
投
粟
に
お
い
て
、
そ
の
過
半
数
の
一

贄
成
を
必
要
と
す
る
。

任
と
そ
の
濫
用
の
禁
止
と
い
う
重
要
な
条
文

が
あ
り
ま
す
。

改
正
の
限
界
は
ど
ぅ
で
あ
れ
改
正
を
禁
じ

る
条
文
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
憲
法
は
一
{
疋

の
原
理
に
ょ
り
構
築
さ
れ
て
い
る
価
値
の
体

系
で
あ
り
、
そ
の
体
系
を
崩
す
よ
う
な
改
正

は
、
限
界
を
超
す
も
の
と
し
て
許
さ
れ
な
い

と
解
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ぱ
、

平
和
主
義
は
現
憲
法
の
基
本
原
理
で
あ
り
、

9
条
に
つ
い
て
は
1
項
に
「
永
久
的
に
」
こ

れ
を
放
棄
す
る
と
あ
り
ま
す
。
改
正
の
対
象

に
な
り
得
な
い
の
は
明
ら
か
で
は
な
い
だ
ろ

こ
の
憲
法
改
正
規
定
は
、
将
来
の
国
民
に

長
く
影
縛
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
般
の
法
律

制
定
改
正
規
定
よ
り
極
め
て
厳
し
い
手
続

き
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
を
硬
性
憲
法
と
い

い
ま
す
。
国
民
の
過
半
数
の
賛
成
を
必
要
と

す
る
こ
と
は
、
現
憲
法
が
国
民
主
権
の
憲
法

で
あ
り
、
憲
法
制
定
専
が
国
民
で
あ
り
当

然
の
結
果
と
し
て
改
正
権
を
国
民
に
与
え
た

も
の
で
あ
る
と
解
し
ま
す
。

国
会
は
両
議
院
の
憲
法
審
査
委
員
会
で
審
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、
ー

基
本
的
人
権
の
保
障
も
一
番
大
切
な
原
理

で
す
。
た
と
え
ば
、
 
2
5
条
の
生
存
権
(
平

た
く
言
え
ぱ
生
き
る
こ
と
)
、
 
1
3
条
の
幸

福
追
求
枇
最
も
中
核
で
あ
る
人
格
権
 
3

9
条
の
財
産
権
等
が
制
限
さ
れ
た
り
、
否
定

さ
れ
る
改
正
は
許
せ
な
い
。
戦
争
と
も
な
れ

ぱ
す
べ
て
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

、
゛
N
武
空
、
、
、
ゞ
、
*
"
、

御
ム
"

て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
責
任
が
あ
る
こ
と
を
ー

定
め
た
も
の
で
す
。
も
と
も
と
基
本
的
人
権
'

は
、
人
が
人
と
し
て
自
然
に
持
っ
て
い
る
天

賦
の
権
利
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
何
ら
の
努
一

力
な
く
俳
で
き
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
"
"

そ
れ
は
歴
史
の
示
す
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
の
吋吋

努
力
も
な
く
、
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
、
や
、

が
て
専
制
釣
な
圧
政
を
招
ミ
国
民
の
権
利
~

の
侵
害
を
国
民
自
ら
が
招
く
危
険
を
持
っ
て

い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
国
民
は
絶
え
ず
自
己

の
基
本
的
人
権
を
守
り
、
野
し
て
い
く
心

が
け
を
持
つ
責
任
と
義
務
が
あ
る
の
で
t
。

本
当
は
平
和
を
維
持
す
る
に
は
大
変
な
努
力

を
必
要
と
t
る
の
で
す
。

常
に
憲
法
を
守
り
、
政
府
が
都
合
の
よ
い
一

よ
う
に
憲
法
を
い
じ
ら
な
い
よ
う
、
運
動
を
一

通
し
て
監
視
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、

の
で
す
。

「
私
た
ち
は
、
戦
争
を
し
な
い
」
と
主
張

し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
も
、
こ
の
重
要
な
役
潤

を
果
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
拙
い
翻
で
少
L
は
お
分
か
り
い
た
だ

け
た
ら
幸
甚
で
t
。
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権
利
や
白
由
を
保
持
す
る
倭

国
民
の
努
力
が
不
可
欠

最
後
に
、
あ
ま
り
語
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん

が
、
 
1
2
条
国
民
の
自
由
権
利
の
保
持
責

ス
た
厚
形
形
で
振
キ
焼
な

ク
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円
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